
令和 8年熊本地震により被災された皆様へ 

 

令和8年熊本地震により、お亡くなりになられた方々に謹んで哀悼の意を表するととも

に、被災されたすべての皆様に心よりお見舞い申し上げます。また、被災地において救命・

救援活動や復旧・復興に尽力されている皆様に深く敬意を表します。 

 

今回の地震は、多くの子どもたちやその家族の生活に深刻な影響を及ぼしています。災害

は住環境や教育環境の変化だけでなく、子どもたちの心身や人とのつながりにも大きな影響

を与えます。学校は学びの場であるとともに、安心して過ごし、信頼できる大人や仲間とつ

ながる生活の基盤でもあります。 

 

被災地域では、スクールソーシャルワーカーをはじめ、教職員、福祉、医療、心理など多

職種が連携し、子どもたちの生活と学びを支えるための懸命な取組が続けられています。日

本学校ソーシャルワーク学会は、その活動に心から敬意を表するとともに、子どもの権利を

基盤とした支援が継続されることを強く願っています。 

 

災害時には、子どもや家庭が抱える困難が時間の経過とともに顕在化・複雑化することも

少なくありません。だからこそ、子どもの声に耳を傾け、一人ひとりの尊厳と最善の利益を

尊重しながら、学校・家庭・地域・関係機関が連携し、切れ目のない支援を行うことが重要

です。 

 

日本学校ソーシャルワーク学会は、学校ソーシャルワークの専門性を生かし、子どもの権

利の保障とウェルビーイングの実現に向けて、被災地域の子どもたち、その家族、そして支

援に携わるすべての皆様に寄り添い、学術的・実践的知見の発信と共有を通して支援に貢献

してまいります。 

 

被災地の一日も早い復旧・復興と、子どもたちが安心して学び、笑顔で過ごせる日常が取

り戻されることを心よりお祈り申し上げます。 
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